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はしがき
2022年 2月に始まったウクライナでの戦争は、多数の死傷者や避難者を出すとともに、貿
易や金融の混乱、エネルギーや食料価格の高騰などによって、日本を含む世界中の経済に引き
続き甚大な影響を及ぼしている。2020年から続く新型コロナウイルス感染症のパンデミック
も、人同士の接触の制限や健康への不安が広がることで、感染症による直接の被害にとどまら
ない影響を引き起こしてきた。エネルギーや食料の安全保障上の危機も、新興感染症が社会に
及ぼす広範なインパクトも、つとに警告は発せられていた。しかし、これほど直接的かつ継続
的な影響が及ぶことを、あらかじめ具体的に思い描くことのできていた人は決して多くなかっ
たと思う。2011年の東日本大震災と福島第一原子力発電所事故や、その後も日本列島で相次
ぐ災害も、将来の不確実性の影響を的確に見積もり、それに備えることの困難を私たちに突き
付けてきた。
災害や疾病など将来の不確実性への対峙が難しいのは、今に始まったことではなく太古から
の話である。しかし、現代に固有なのは、問題となる悪影響の多くが人間社会の外からやって
くるのではなく、人間が環境や生命に働きかけ、それらを作り変えたり操作したりする行為そ
のものによって引き起こされている点である。このこと理解するには、気候変動の主な原因が、
産業革命以降の化石燃料の大量使用に伴う二酸化炭素の排出である事実を思い起こせば十分で
あろう。「自然」現象としての性格がより色濃く感じられる災害や感染症も、私たちの生活様
式や、社会基盤や制度を含む備えなどの行為の集積により、現れ方が著しく異なる。
このような意味での将来の不確実性、すなわち人間の意思決定やその他の行為に伴って引き
起こされる悪影響の可能性こそが、私たちが普段、「リスク」と呼んでいるものである。リス
クの多くには科学技術が絡んでいる。そして、いかにして多岐にわたるリスクを把握し見積も
り、それらを回避したり低減したりするための対策をとるかは、あらゆるレベルの政府や企業、
民間組織にとって、政策の立案や決定・実施、あるいは運営・経営上の本質的課題である。
現代の政府や企業は、こうしたリスクの評価や管理を、直接的な影響の及ぶ利害関係者や、
一般の人びととの対話を通じて、信頼関係を築きながら行うことも要請されている。この対話
や協働の営みが「リスクコミュニケーション」である。その重要性は数十年前から広く提唱さ
れてきているが、例えば日本では、東日本大震災や福島第一原発事故、新型コロナのパンデ 
ミックの経験を振り返れば明らかなように、現実のリスクへの対応において十全な形で取り組
まれてきたとは言いがたい。そこで本報告書では、日本における国政課題の一つとして、「科
学技術のリスクコミュニケーション」の実践・研究の到達点や課題、新たな展開の可能性を、
第一線で活動する研究者が分担してレビューすることとした。
執筆に先立つ 2022年 8月～ 9月、編者である代表従事者及び 16人の分担従事者（分担執筆
者）が 6回の研究会を行い、調査内容や執筆構想を持ち寄って討議を重ねた。関係の皆様に 
は、調査の計画・実施から研究会への参加、報告書の執筆に至るまで大変お世話になった。厚
く御礼を申し上げたい。
本報告書が、リスクコミュニケーションや関連する政策を国会において検討・分析する際の
材料として活用されるとともに、より広く日本社会の各方面で、リスクコミュニケーションの
在り方が活発に議論されるきっかけとなれば幸いである。

代表従事者・編者　北海道大学高等教育推進機構　准教授　三
みかみ

上　直
なおゆき
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要　　約
科学技術に関わる種々のリスクへの対応は、あらゆるレベルの政府や、企業、民間組織にとっ

て、政策の立案や決定・実施、あるいは運営・経営上の本質的課題である。現代の政府や企業に 
は、リスクの評価や、リスクを低減させるための対策を、直接的な影響の及ぶ利害関係者や、
より広く一般の人びととの対話を通じて、信頼関係を築きながら行うことが求められている。
リスクをめぐるこうした対話や協働の営みが、リスクコミュニケーションである。
第 1部「リスクコミュニケーションの新たな課題」では、新型コロナウイルス感染症のパン
デミックや東日本大震災、福島第一原子力発電所事故などの経験を踏まえて、リスクコミュニ
ケーションに関して改めて何が課題となっているかを、複数の視点から論じた。そもそもリス
クコミュニケーションは、リスクをめぐる社会的意思決定に関わる様々な方法の一つにすぎ 
ず、リベラリズム的な価値観や人間観を背景としている（第 1章）。また、科学と政策、技術
と社会の間には大きなギャップが存在し、それらの可視化や橋渡しが重要な課題となっている
（第 2章）。災害リスクコミュニケーションにおいては、「想定外」を徹底して排除しようとす
るのではなく、人びとを「想定外」に遭遇させることが必要である（第 3章）。
第 2部「科学技術のリスクコミュニケーション概説」では、科学技術のリスクコミュニケー 

ションをめぐる基礎的な用語や視点を概観した。リスクコミュニケーションは、個人やグルー 
プ、組織の間で、リスクに関する多様な情報や意見を交換する双方向的なプロセスであり、リ
スク評価とリスク管理の両者に関わる（第 4章）。科学技術ガバナンスの視点からは、問題の枠
組みの多様性や、リスクとベネフィットの分配、社会的脆弱性の視点などが、リスクコミュニ 
ケーションにおける重要な視座となる（第 5章）。メディアがリスクに関する社会的対立を助長 
し、リスクコミュニケーションが困難となることが危惧される中、マスメディアとソーシャルメ
ディアが複雑に絡み合うハイブリッドメディア環境への向き合い方も課題である（第 6章）。
第 3部「リスクコミュニケーションの諸相―分野別の動向―」では、分野ごとに異なるリス
クコミュニケーションの取組や課題を、事例を交えつつ紹介した。「食品―遺伝子技術を利用
した食品を中心として―」（第 7章）、「原子力」（第 8章）、「気候変動」（第 9章）、「情報技術」
（第 10章）、「災害」（第 11章）の 5分野を取り上げている。
第 4部「これからのリスクコミュニケーション―展望のための視座―」では、新型コロナの
パンデミックの経験から得られる教訓や示唆など、科学技術のリスクコミュニケーションの今
後の在り方を展望する手がかりを提示した。パンデミックへの対応は大きな不確実性を伴い、
情報発信や、科学と政策決定、信頼構築、リスクコミュニケーション人材の育成と組織への位
置付けなどの面で課題が残された（第 12章）。とりわけ市民と国家、市民同士の関係について
の支配的な通念である「社会協約（social compact）」を意識し、その日本における在り様を自
覚的に踏まえることがリスクコミュニケーションにとって重要だというのが、パンデミック対
応から得られる最大の教訓の一つである（第 13章）。公法の視点からリスクコミュニケーショ
ンを見ると、具体的なリスクをどのように捉え、対処するかという「一階の問題」だけでなく、
その前提となる「二階の問題」、すなわちより良いリスクコミュニケーションのための制度設
計や権限配分が重要である（第 14章）。様々な職業でリスクコミュニケーションを実践できる
職能を持った「リスクコミュニケーション人材」の育成に関しては、化学物質や、食、原子力
を始めとする諸分野で、人材育成プログラムが実施されている（第 15章）。
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